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はじめに 
 

 本小委員会は土木の広報のあり方を調べる目的で 2020 年９月に設立されました．委員

は，土木の学識者，専門家に加え，コミュニケーション分野での情報共有の経験者を募り，

土木広報の問題点，あるべき姿について議論を繰り返してきました．土木広報の大きな問題

点は，例えば研究論文を映画館で配布するように，伝えるべき相手（ターゲット）が定まっ

ておらずその結果として戦略が欠如しているものが多いという点です． 

 土木業界が抱える大きな問題として「若者の土木離れ」があります. 土木工学科に入り土

木の道に入る若者は年々減少し土木を支える人材の不足が懸念されています．大学では土

木工学科の名称を変えないと学生が集まらない状況です．構造物を設計し街を創り出す

Civil Engineering の魅力は，なぜ日本の若者には通じないのでしょうか．土木に対する社

会認識については土木学会の設立時期，会⾧の八十島先生が「なぜ建築技術者は建築家と呼

ばれているのに土木技術者は土木屋としか呼ばれないのだろうか」との苦言が議事録に残

されています． 土木は店先で個々の技術を売る「技術屋」ではなく，一門の技術を統括す

る「土木家」と呼ばれるべきとの思いがあったのではないでしょうか．一方，戦前，戦後の

土木は国家の管理下にあり，情報発信が許されない社会情勢にあったことは事実ですが，土

木に対する当時の社会的通念はいまだ残っているのでしょうか． 

 土木広報の目的を会員間の情報交換手段と捉えている人も多いと思いますが，これは大

きな間違いです．広報とは「情報公開を通じた公共あるいは社会とのよい関係づくり」です．

外部との双方向コミュニケーションによる良い関係づくりが広報の神髄と考えられます．

発信側である「土木屋（とみられている人）」は，受け手である土木をよく知らない人々に

業績を伝えるだけでなく，「人々の暮らしを支える技術」として共感してもらうためにはど

うすればいいのかを考えなくてはなりません．そのためには，まず伝える相手を決めること，

次に相手のほしい情報を選択すること，そして相手に伝わる手法，手段を選ぶこと＝広報戦

略として整理してみました． 

 本報告の構成を説明します．まず１章では「土木広報の役割」を説明します．土木広報の

役割は，土木を知らない人と土木の楽しさを共有することであり，どうすればそれができる

のかを解説しています．２章は「現状認識」で，土木学会，鋼構造委員会などが行っている

広報の現状と課題を把握し変えるべき点を示している．ポイントは，「ターゲットを決め，

作戦的，継続的に情報共有を図る」ことと考えます．３章では土木広報の戦略的取り組みの

事例を示しています．広報戦略は相手により変化すべきものであり，いくつかの事例を枠書

きで示し，その成功のポイントを説明しています．４章は「情報の選択」です．情報共有に

おいて不要な情報を捨て，伝えたい情報のみを共有することが重要となります．相手にとっ

て価値がある情報を如何にして選択するかを示しました．５章「広報手法」では情報共有の

具体的な手法を示し，２章で示した広報事例の理論的位置づけを示しています．近年のネッ

ト社会化を受け広報の手法も大きく変化しています．従来は受け手が気づいて読んでくれ
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れば成功と捉えられていましたが，相手が興味を持ち自ら調べるために行動をしてもらえ

ないだろうか．受け手が共感をもち，逆に情報発信者となることで，情報がさらに拡散して

いく．このような情報拡散型の広報も出現しています．そこでは伝達を促進するアンバサダ

ー，ネットでいうインフルエンサーのような役割も重要となっています．さらに６章では，

土木広報の重要なターゲットといえる「若者との共感形成」を目ざした広報事例をまとめて

います．7 章には鋼構造委員会の広報のあり方について１章から６章の内容をまとめ提言と

しています．本報告では主として若年層を中心とした土木未経験者との間で土木の面白さ

を共有するための広報のありかたとして提言とさせていただきました． 

 全体を通して，忘れてならないのは，広報の基本は「ターゲット，選択，手法」ではなく

「中身の面白さ」で，中身に対して相手が「共感する」ことが重要です．このためには相手

が「土木の物語」を自分に関わる問題であると感じ，参加者であると感じさせるようなスト

ーリー的な説明が効果的と考えられます．例えば橋の建設報告ひとつとっても，〇〇橋完成，

図-1 参照，ではなく，なぜこれまで橋がなかったのが今できたのか，橋ができて A さんの

生活がどう変わるのか，など人の暮らしとのかかわりを伝える事，人情沙汰をいれることで，

共感が生まれることもあるかもしれません．そのような広報による共感創成のテクニック

については３章のなかで強調されています．また５章でふれていますが，「８つの広報力」

の中では，例えば外部へのアピールのみでなく，情報創造力（自分たちの魅力を内部で共有，

消化してストーリー性を持たせ発信していく力），広報組織力，関係構築力（相手とのよい

関係を作る力）などが新しい能力として求められています．組織的な情報分析，広報の評価．

フィードバックにも着目すべきです． 

最後に付録では，学会で実施した外部でのイベント型広報企画の実施例と相手からのフ

ィードバックを載せました．付録 1 は土木学会研究討論会「土木の若者の意識」報告，付録

2 は「土木の魅力，将来展開，可能性について」の討論会の概要，付録 3 は論文「土木学

会の広報イベントの現状分析と高校生を対象としたイベントの方向性」，付録 4 は女子中高

生の夏の学校の企画紹介とフィードバックを掲載した．また付録 5 には本委員会委員内で

作成した「よい関係を築く」広報企画書を掲載しました， 

以上の報告が土木未経験者と土木の面白さを共有する新しい土木広報の参考となればと

考え，ここにまとめさせて頂きます． 
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